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≪有園博子基金助成事業による研修報告≫ 

 10月 30日（土）14：00～16：00 

今年度は有園博子基金助成を受けて、法人の基盤強化のために、3 回のワ

ークショップを行い、法人のこれまでの歩みを共有し、今求められている課題

や、取り組むべきことについて考えている。 

 10月 30日には（一財）大阪府男女共同参画推進財団理事・本部長で、事業

企画・展開に長年関わってきた仁科あゆ美さんを講師に、会場とオンライン同時開催で「これからの女性関連施設に

もとめられていること コロナ禍で見えてきた女性の課題にどう対応する？」と題して講座を行った。参加者は、会場

15人、オンライン 9人の計 24人。また、会場参加者は「今できること、取り組んでみたいこと」についてワークを行い、

男女・女性センター職員等の有意義な交流の場ともなった。 

 

＜仁科あゆ美さんのお話＞ 

 女性関連施設／男女共同参画センター事業の特徴は、＜情報＞、＜相談＞、＜啓発・講座＞の 3 つの要素を連

携させ、総合的に女性を支援、エンパワメントを図ること。地域における男女共同参画推進の拠点施設として、さまざ

まな関係施設に「横串をさす」ことが重要。 

 2009 年に全米 5 都市 39 の女性支援機関を訪問し、キャリアを活かして社会問題を解決する女性リーダ―達に出

会った。事業例としては、「スーツを着てメイクアップし自信を回復し、再就職を目指す」、「豆スープ販売」、「調理師

の職業訓練とカフェレストランへの就労支援」、「女の子が生きていく力をつける」といった取り組み。それが、ドーン

センターでの事業展開のヒントになっている。 

昨年 7～8月に大阪府で実施された「新型コロナウィルス禍が女性に及ぼす影響について」の緊急アンケート調査

結果で、女性に対する支援として一番求められているのは、「仕事や生活、家族などに不安がある際の適切な相談

先に関する情報提供」。ドーンセンターでは、今年の 7 月 14 日に、「女性のためのコミュニティスペース」を開設し、

情報・相談室の設置、交流の場づくり、生活用品の提供を行っている。予約なしで気軽に立ち寄ることができ、話を

きいてもらったり、情報を得たり、生活用品や就労に必要なスーツなどの提供も受けることができる（数に限りあり）。こ

の事業は国の交付金（地域女性活躍推進交付金 つながりサポート型）を活用し、民間企業などに広く呼びかけて

生活用品・就労応援のためのスーツや靴・カバンなどの提供を受けている。 

仁科さんのお話で、「地域を巻き込む」、「横串をさす」ということが印象として強く残った。ドーンセンターの取組み

をヒントに法人として何ができるのか、どのように地域とつながり、どこに横串をさせばよいか考えていきたい。（三谷） 

 

＜研修に参加したトレピエ職員の感想＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

有園研修に参加できたことで、より深く女性センターの在り方について考えることができました。トレピエ

に来てもらうことで自己肯定感の向上や、安心感に繋がるよう自分たちにできることを精一杯頑張りたい

と思います。 またより多くの方にトレピエのことを知っていただけるよう、新たなアプローチにも挑戦した

いです。ドーンセンターのお話を聞き、たくさんの工夫と、様々な方との協力・連携があることでより厚い

女性支援ができていることを感じました。色々な角度からの女性支援、とても勉強になりました。（Ｙ.Ｏ） 

これまでトレピエでの活動を実際にされた先輩方からの話や思いを聞く事で、本当に支援を必要と

している人たちのために情報を伝えていける、女性のエンパワメントへ繋げていけるような、地域と

ともにあるトレピエでありたいと改めて思いました。またドーンセンターの女性への課題に積極的に

取り組む活動を通じて、私自身新しく知ることもあり、コロナ禍ではあるけれどトレピエでも同じよう

に女性への直接的な支援活動ができたらいいなと思いました。（Ｈ.Ｋ） 
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≪２０２１あまがさき女性フォーラム報告≫ 

11月 28日（日）  

ワークショップ １ 10：00～12：00 

「スポーツをジェンダー視点で考える」 

講師 ： 井谷 聡子（関西大学文学部英米文化専修 准教授） 

 会場 23人、オンライン 12人の計 35人の参加がありました。スポーツ界をジェンダーの視点で、様々な角度から切

り込んだ話を聞き、たくさんの課題を知りました。競技のためのスポーツではなく、学校での体育から生涯楽しめるス

ポーツを、という話はとても印象に残りました。 

 

ワークショップ ２ ①10：00～10：45 ②11：00～11：45 

「SDGsの体験～みつろうラップを作ろう～」 

講師 ： 安田 道子（新日本婦人の会） 

 子ども 9 人大人 15 人と計 24 人の参加がありました。SDGs につながるプラスチックごみの削減の話を聞いた後、

お気に入りの柄の布上に、みつろうを広げクッキングシートの上からアイロンをかけて仕上げました。楽しくて 1 枚で

は満足できず、数枚仕上げた子どももいました。持ち帰ったみつろうラップはきっと家で活躍していることでしょう。 

 

ワークショップ 3 10：00～11：30 

「マインドフルネスをヨーガで楽しむ」 

講師 ： 林 玲子（ヨーガ講師・カウンセラー） 

 参加者は 23人。ヨーガで体を動かしながら、知らず知らずに自分の身体と心の声に気づく 

ことができました。最後に個包装のチョコレートの封を切り、香りを楽しみじっくり味わうことで、 

五感を使ったマインドフルネスの効果も体験することができた貴重な時間となりました。 

 

映画「まちの本屋」＆アフタートーク 13：30～16：00 

アフタートーク ： 大小田 直貴（映画監督） 小林 由美子（小林書店店主） 

 参加者は 98人。映画上映中もアフタートークも会場からは、笑いや涙、深い頷きがありました。 

仕事に対する熱い情熱や人に対する暖かい思いを全員が肌で感じ、色々な刺激を受けました。 

ご苦労も多い中、常に全力で前に進む姿勢にたくさんの元気をもらいました。 

 

ギャラリー展  

「女性に対する暴力をなくす運動」、「性暴力防止」、「SDGs を広めよう」、「スポーツとジェンダー」、「コロナ禍でし

んどかったこと・工夫したこと」、を展示                                          （宮下）                                            

ひとつの講座がきっかけで、トレピエを 1 年近く利用してくださる方がいます。「コロナで機会が減っ

ている中こういう講座は、嬉しいです。」「育児の息抜きができます。」たくさんのお声をいただく一方

で、助けを必要としていても、探し方がわからず取り残されている女性が見えないところにたくさんい

ます。その人たちへ支援が届くように、今後も様々な形で発信していき、時代の変化に臨機応変に

対応しながら、地域に必要とされるトレピエでありたいと思いました。研修に参加したことで、学ぶこと

も多くありましたが、男女共同参画センターの規模や大きさ、方針もそれぞれ違う中で、トレピエでも

できる事を少しずつ取り入れたいと思います。（Ｔ.Ｓ） 

 



≪インフォメーション≫ 

2021年度 冬からの講座一覧 

※の講座には保育がありません 

 

 

 

 

＊＊おねがい！！＊＊        

特定非営利活動法人男女共同参画ネット尼崎は、男女平等推進や子どもの権利尊重をテーマに活動を行って 
います。ぜひ、活動趣旨に賛同いただき、会員になってください。 

 

 

参画ニュースについての感想をお寄せください 

  

https://forms.gle/1MBZ8FvXqeFwTJ7C7 

 

 

 

 
                                           
 

 

 講座名・内容 開催日 受講料 

男
女
共
同
参
画
セ
ミ
ナ
ー
・
講
座 

絵本でほっこり in カフェ・トレピエ ※ 毎月 1 回 第 3 火曜日 10:00～11:00 
500 円 

ワンドリンク付 

読書でリラックスタイム 毎月1回 第 4水曜日 10:00～12:00 無料 

女性のための自己表現トレーニング 
2 月 3 日～3 月 17 日（第 1・3 木曜日） 
10:00～12:00 全 4 回 

無料 

2022 あまがさき女性フェスティバル 
3 月 5 日（土）10:00～17:00 
3 月 6 日（日）10:00～16:00 

無料 

就
労
セ
ミ
ナ
ー
・
ス
キ

ル
ア
ッ
プ
講
座 

 

ハローワークマザーズコーナー 
ミニ面接会 

2 月 22 日（火）14:00～16:00 ― 

女性のための学び直しパソコン講座 
エクセル集中講座 

2 月 9 日～3 月 18 日（水・金）全 10 回 
午前コース 10:00～12:00 
午後コース 13:00～15:00 

各コース 
15,000 円 

 
発行日  2022年１月発行 
発行者  特定非営利活動法人男女共同参画ネット尼崎 

尼崎市潮江 3-4-18 
06-6499-5486 

    https://sankakunet-amagasaki-npo.com/ 

＜目的＞  

地域住民に対して、男女平等推進に関する事業、並びに

子どもの権利尊重に関する事業を行い、すべての人が

個として自立し、人権が尊重され、性による差別を受け

ることのない社会の実現に寄与するとともに、市民参

画と協働のまちづくりを行なうことを目的とする。 

＜法人沿革＞ 
2003年 10月  ＮＰＯ法人格取得 
2004年 7月  指定管理者として尼崎市女性センター 
 ～現在     の管理運営を行なう（第 5期） 
2008年 1月  子育てキーステーション開設 
～2012年 3月 子育て支援活動を行う 
＜会費＞ 
正会員：入会金 1000円  年会費 3000円 
賛助会員： 個人 1口 2000円／年  

団体 1口 5000円／年 
郵便振替 00920-1-268479 

 特定非営利活動法人男女共同参画ネット尼崎 

≪編集後記≫ 

 昨年はコロナ禍に振り回された 1年でしたが、今年は穏やかな年でありますように。 

 3月 5日（土）、6日（日）開催のあまがさき女性フェスティバルでは、「参画ネット尼崎の 

これまでの歩み」の展示と小物販売を行います。お楽しみに。 

https://forms.gle/1MBZ8FvXqeFwTJ7C7

